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2024 年 1 月 1 日に発生した「令和 6 年能登半島地震」。
家屋倒壊や津波などにより甚大な被害が生じました。9 月に
石川県能登町を訪ねた清泉女学院大学看護学部看護学科の
学生ボランティアを中心に、若者による被災地支援から持続
的な活動の必要性を考えます。

訪れたからこそ深まった思い
「令和 6 年能登半島地震」の発生から約10 カ月。長

野県社協では特に被害が大きかった奥能登地域に位置す
る石川県能登町で、山間部にある交流宿泊施設「春蘭の
里」を拠点とした支援に取り組んでいます。9 月上旬には、
災害看護学を学ぶ清泉女学院大学看護学部看護学科の
ボランティアサークルの有志が「看護の視点から何か力に
なれたら」との思いで 2 日間の活動を行いました。

被災地を訪れ、まず全員が口を揃えた感想が「発災
当時に比べ報道が少なくなったものの、想像以上に復
興が進んでいない状況に驚き、睡眠障害など被災者の

⬆災害ボランティアサークル「STAR OF LIFE CIRCLE」の皆さん。災害看護学
を専門とする齋藤正子准教授の提案を受け、長野県社協が能登町で災害ボ
ランティアセンターを支援している縁からボランティア派遣が実現した。中には
2019 年の「令和元年東日本台風」で浸水被害を受け、県内外から多くのボラ
ンティアを受け入れた経験から参加した学生も。「春蘭の里」での宿泊は地域
復興にもつながっている。

清泉女学院大学
看護学部 看護学科の
みなさん

毎号、福祉の現場に新しい風を吹き込む
スタッフをご紹介します。

人々と土地に寄り添い、
学生だからできる支援で地域に活力と復興を

ちいきとあなたとともに暮らす
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「春蘭の里」でのボランティアを通じたさまざまな学び
ストレス症状は実際に足を運ばないとわからなかった」
ということ。そうした思いを踏まえ、1日目に行った地
域内の寺院の住職宅で掃除や庭の草むしりでは、当初、
災害ボランティアの作業とは異なる印象を抱いたものの

「半年以上経っても当たり前の日常生活を取り戻せてい
ない状態を知り、そのための活動も被災者にとっては
力になれると感じた」との意見が聞かれました。被災
者や地元のペースに寄り添った支援の重要性を実感し
た様子が伺えました。

相手に寄り添う支援の大切さ
2 日目は「春蘭の里」で高齢化

が進む地域住民との交流会を開催。
看護学生ならではの活動として、足
を洗う「足浴」も実施しました。足
を清潔にし、疲れの緩和や血行促
進、リラックス効果なども得られることから、学生たち
からは「初対面同士の緊張もある中で足浴を通じて少し
ずつ信頼関係が築け、被災時の辛いことも話してもら
えたことは気付きの一つだった。相手を知ろうとする姿
勢の大切さは今後の看護の場面でも活かせると感じた」

「授業での知識を机上の学びだけでなく実践で活かせ、
医療的な技術だけでなく心の問題に寄り添う看護師と
しての役割なども学べた」との感想が。災害看護の授
業をまだ受講していない学生もいましたが「実践から学
んだ視点を今後の授業に活かしたい」との声も寄せら
れ、一人ひとりの学びの深さが感じ取れました。さらに
地域住民からは「震災前に受け入れていた修学旅行など
がなくなったことで地域の活気が失われ寂しかったが、
ボランティアで再び学生が訪れてくれることはうれしい」
との感想も。それを受け「現地では中山間地域で顔見
知りの関係があったからこそ復興に近づけているという
話を聞き、過疎地域が多い長野県でも学ぶべき点だと
感じた」と話す学生も見られました。

災害はどこにでも起こり得るものです。普段からの
備えとして何が求められるか。そして災害時は被災者に
とって何が必要か。今後に生かすためにも、地域の人々
の気持ちとその土地に寄り添った幅広く息の長い活動
をつなげていく必要があります。

【 住　 所 】長野市栗田 2277 
【電話番号】026-219-1650

清泉女学院大学看護学部看護学科
長野駅東口キャンパス

https://www.seisen-jc.ac.jp/uni/nursing/ https://shunrannosato.info/

⬅ ⬆８月には飯田市社協主催により、
飯田下伊那地域の５高校から14 人
の生徒が参加した「高校生ボランティ
アワークショップ」が行われ、春蘭の
里を拠点に、泥で汚れた輪島漆器を
手洗いし、地元住民と交流した。震
災後半年が経っても地震や津波の爪
痕が残っており、被災した物を戻すこ
とは簡単ではないと知り、地域を大
切に思う気持ちや人と人とのつなが
りの価値の大きさを学んだ。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

春蘭の里とは…
春蘭の里は、石川県能登町にある 50 軒ほどの農家民宿

群。コロナ前には、年間 1 万人を超える観光客が宿泊。ア
ジアの国々に加え、アメリカ、フランス、イタリア、イスラ
エルなど、20ヵ国以上から外国人にも人気があります。

もともとは「限界集落」とも言える地域だったが、空屋
となった民家を農家民宿として活用。柱の太い古民家に宿
泊し、田植えや稲刈りなどの農村体験を提供。春は山菜、
秋にはキノコをインバウンドの人たちといっしょに採取し
て、夕ご飯に料理として出して喜ばれてきました。

また、廃校となった小学校の跡地を交流宿泊所「こぶし」
として活用。コインランドリーも備えて山里の小さな拠点
の役割を果たしていました。

能登半島地震の際には、このこぶしに住民が避難。奥能
登全域に断水が広がる中で、山の水を引いた水道が発災後
も稼働するなど、自立の村ならではの強さも発揮しました。

また、順次宿泊を再開した農家民宿群は支援者の宿泊
拠点の役割を果たしており、長野県からのボランティアの
宿泊拠点としてもお世話になっています。

【電話番号】0768-76-0021 
【 E - m a i l 】shunran@shunran.info

春蘭の里事務局 ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

春蘭の里で活動する長野からのボランティア団体
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特集 春蘭の里に学ぶ
…………………

実は災害に強かった！
自立と分散の地域づくりを

山や川、自然に恵まれた村々は、災害時には、道路の寸断による集
落の孤立化など脆弱性が懸念されています。
一方で、能登半島地震に襲われた「春蘭の里」（能登町）は、民泊
拠点（旧小学校校舎）が避難所になり、山の水を引いた上水と合併
処理浄化槽による下水が早くから復旧して避難生活を助け、多くの
支援者に宿を提供するなど受援拠点にもなりました。
信州から支援活動に参加した３組に、春蘭の里での経験を踏まえな
がら、自らの地域における、災害にも強い自立した地域づくりにつ
いて語ってもらいました。

塩尻市平沢地区
人口 約 1,100 人

木曽郡大桑村
人口 約 3,700 人

下伊那郡豊丘村
人口 約 6,700 人

わが村でも起こり得る「想定外」
長野県ＤＷＡＴの一員として、1 月 17 日から能登町の

一般避難所で支援に入りました。町内約 60 カ所に避難所
が分散し、5 か所の福祉避難所も被災のために開設できず、
想定外の状況の中で、認知症高齢者等の介護の担い手確
保が大きな課題でした。長野県ＤＷＡＴでは「臨時福祉避
難所」の設置を提案し、３月末まで延べ６００名近い応援派
遣で、その運営を支えました。木曽南部にある大桑村でも、
南海トラフ巨大地震の発災を考えると、福祉避難所が被
災して開設できない状況は十分想定されます。長野県Ｄ
ＷＡＴは、現在「臨時福祉避難所立上げセット」のクラウ
ドファンディングに挑戦中ですが、このような備品を圏域
毎に配置し、訓練を重ねることが重要です。

「受援体制」の強化と「村外避難」への備え
避難所の初動から二次避難につなげる３か月間は、医

療、保健、福祉など様々な支援が必要で、外部の応援に
委ねる部分が多くなります。日頃から多職種で訓練してお

くことが必要ですし、今回の震災では、建築士会など住
宅の専門家とつながっておく重要性も実感しました。

大桑村では、生活支援Ｃｏや認知症Ｃｏが保健師とともに
独居高齢者宅を訪問し、村外にいるご家族に向けて「ふる
さとのお便り便」を発行しています。日頃の生活の様子を
お伝えする中で、災害時の対
応についても、ご本人やご家
族の意思確認をしていきなが
ら、災害時にもつながりを切ら
ない仕組みを作っていくことが
大切だと思います。

分散型地域の「強さ」
中山間地に集落が分散する大桑村では、山から水をひ

いて生活水に使ったり、下水道ではなく浄化槽が整備さ
れるなど「災害に強い」側面があることを再確認しました。
春蘭の里での取り組みに学びながら、災害にも強い地域
づくりを住民と共に考えていければと考えます。

ＤＷＡＴ（災害派遣福祉チーム）の活動から、わが村の受援体制を考える
松谷 学 さん（大桑村社会福祉協議会事務局次長）

大桑村

避難所のなんでも相談コーナーで（能登町）
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災害ボランティアセンター立上げ訓練
豊丘村は、天竜川の河岸段丘の上段と下段に広がる、

小さな村です。数十年大きな災害もなく、住民の防災へ
の関心も高いとは言えませんでした。

社協としては、令和元年東日本台風災害の応援経験を
きっかけに、防災福祉に力を入れてきました。災害ボラン
ティアセンター立上げ訓練では、「助けて！」の声をあげに
くい被災者の心情をテーマに寸劇を創作し、好評でした。

訓練の寸劇どおりだった！ 能登町での経験
社協では、4 月、5 月、10 月に村民を募って能登の災害

ボランティア活動に参加しました。実際の活動に入ると、応
援に入った側は、限られた時間の中で「もっと段取りよく片
付けたい」という気持ちが生まれがちで、まさに寸劇のテー
マにした支援者のジレンマを体験しました。

現地では民生委員さんなど地域のキーパーソンがボラン
ティアと一緒に活動をしてくれたことで、安心感につながっ

ていました。被災者の声をしっかり聴き、心情に寄り添う姿
勢と、日ごろからの地域のつながりが大切だと感じました。

地域のつながりを未来に向けて
社協では、令和２年度から支え合いマップの見直しに力を

入れています。マップづくりを通して、地域内の顔の見える関
係づくりを応援しています。

また、地域の調理ボランティアさんや食材提供者さんと協
働した「みんなのカレー」や「みんなの豚汁とおにぎり」の企
画など、地域の多世代が集まる機会を普段から作っています。

 豊丘村は、東海地震の地震防災対策強化地域に含まれ
ています。また、１０年ほどすると「リニア」が来て、大きな
変化も予想されます。いろいろ
あっても、地域の豊かなつなが
りを未来まで引き継いでいける
ように、今できる事にしっかり取
り組んでいきたいと思います。

古民家の価値と地震への耐性
長野県建築士会の調整で、春蘭の里を訪問し、被災した高

齢者の自宅 30 軒ほどを見せていただきました。柱の太い立派
な古民家が多いことに感動しました。100 年近くそこに建って
いる民家には、基本構造の強さがあります。特に海や山の資源
に恵まれたこの地域は、いい材料を使っていると実感しました。

土壁は壊れて揺れの力を吸収することが前提。車を停める
ために、後から盛り土した庭先が地割れするのは当たり前。で
も、構造材自体には、大きな被害がないと思われる家がほとん
どでした。傾いたものは、引っ張って直せば問題ないというケー
スもあるのが古民家なのです。

皆さん高齢で、「子どもが帰って住むわけでもないし、とても
直す元気がでない」と仰る。でも、「孫やその次の世代のために、
価値ある住宅だから、役場に修復の相談をしてほしい」旨お伝
えしました。

このような素晴らしい建物群が公費解体で壊されてしまうこ
とがないよう、ぜひ、もとに戻して欲しいと願っています。

地域福祉との連携に期待
私は移住者で、伝統的建造物群保続地区に指定されてい

る木曽平沢（塩尻市）に住んでいます。「信州健康ゼロエネ
住宅」補助金等を活用して、古民家を改修し、伝統的建造
物の価値を活かしながら、耐震補修、防火対策、防寒対策、
省エネ対策、健康対策に配慮して、快適な自宅で子育てをし
ています。

信州には、春蘭の里のような、伝統的な価値のある建築
や地域は多数あり、移住希望も多いですが、受入コーディ
ネートの体制はまだまだ
だと思います。特に価値
ある建物に住んでいる高
齢者、地元の役員さんな
どにその価値に気付いて
ほしい。この点で、地域
福祉関係者との連携に期
待しています。

豊かな村のつながりを未来まで…
能登に学び、今できることを全力で！
宮下一代さん、鳴澤路代さん（豊丘村社会福祉協議会職員）

「孫やその次の世代はここに帰ってきたいと思うから…
元気を出して家を直して！」

豊丘村

塩尻市（木曽平沢）

支え合いマップづくり（豊丘村の一地区で）

被災家屋を回る川島さん（左端）

能登町での活動風景

木曽平沢での街歩きイベントから

川島宏一郎さん（長野県建築士会理事 長野県建築士事務所協会青年部会長
川島宏一郎建築設計事務所）
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９月３日に一般社団法人長野県市町村職員年金者連盟様から 46 万
2,000 円、９月 13 日に全富士通労働組合連合会信越地域懇話会（し
なの富士通労働組合）様から２万 9,000 円のご寄付をいただきました。
今後の生活困窮者支援や交通・災害遺児支援等の事業のために活用さ
せていただきます。

一般社団法人 長野県市町村職員年金者連盟 様、
全富士通労働組合連合会信越地域懇話会 様 より
ご寄付をいただきました

〔写真〕右：全富士通労働組合連合会信越地域懇話会　中村 敦 代表幹事
左：長野県社会福祉協議会 竹内善彦 常務理事

保育士有資格者向け 就職相談会

右記の日程・会場にて開催します

保育士さん
いらっしゃい！ お問い合わせ先

長野県社会福祉協議会
福祉人材センター
jinzai@nsyakyo.or.jp
026-226-7330

豊科交流学習センター
「きぼう」

開催時間 13:30～15：30

長野市
ふれあい福祉センター
開催時間 13:30～15：30

長野県
福祉大学校（諏訪市）
開催時間 13:30～15：30

11月23日（土）

12月7日（土）

11月24日（日）

パート
勤務から
OKです！

リスタート研修は 8 月から10 月にかけて開催（松本会場、長野会場、伊
那会場、佐久会場）し、ブランクの長さや年齢が様々な 30 名以上の保育
士資格保有者等が参加しました。この研修は、長野県の保育士人材を育成
している保育士養成校の協力のもと企画し、講師を務めていただきました。

8/5 の松本会場では、松本短期大学の生田恵津子教授に登壇いただ
き、「保育は主観や経験だけではできない。悩むことは当然」という言葉に、
参加者の中には「現役時代に悩みながら保育していた自分が許された気が
した」という感想もありました。ほとんどの参加者から「この研修に参加し
てよかった」という声が聞かれ、「乳児を担当していた時期がいかに重要だっ
たかを再確認できた」と、現場復帰に向け意欲を高めた参加者もいました。

他の会場でも、地元の保育士養成校の先生から、ICT の導入や多様な
働き方、保育を取り巻く環境の変化、最近の子どもや保護者の考え方につ
いて講義があり、併せて「保育の仕事の楽しさ」についても熱く語ってい
ただきました。グループワークや、ほっとひと息ついたティータイムでは参
加者同士の交流も深まり、復帰への第一歩となる研修となりました。

少子化が進む一方で、子育て世代の保育ニーズや期待は年々高まっています。「こども誰でも通園制度」などの施策に
より、保育士の需要は今後さらに増加する見込みです。保育士不足が深刻な状況の中、現場復帰に挑戦したいという保育
士が増えるよう、長野県保育士・保育所支援センターでは様々な取組を進めていきます。

長野会場（8 月 26 日）

佐久会場（10 月 3 日）

ふっころ
information

インフォメーション

保育士不足が深刻化する中、保育士資格を持ちながらも現在は現場で働いていない、
いわゆる「潜在保育士」の復帰が期待されています。

特に、ブランクが長いほど現場復帰への不安が大きくなる傾向にあることから、
こうした潜在保育士の方々が安心して現場に戻れるようにと、

潜在保育士再就職支援研修「保育の仕事リスタート応援研修会」を開催しました。

保育の仕事リスタート応援研修会保育の仕事リスタート応援研修会
県内４会場で開催！県内４会場で開催！
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ご感想・お問合せ・掲載希望等は
下記へお寄せください
長野県社会福祉協議会 総務企画部 企画グループ
TEL 026-228-4244／FAX 026-228-0130
E-mail info@nsyakyo.or.jp

Webサイトもご覧ください！
福祉・

介護べんり帖
信州福祉・
介護のひろば

長野県
社会福祉協議会

長野県福祉研修共同サイト
きゃりあねっと

� � � � � � � � � � � �

中村さんは毎日電車に乗って、アート活動をする事業所に通ってくる。中村さん
の一日は彼が自分で決めた活動をかたくなにやる。その一つはスタッフに『○○さん
は〇時から中村さんに手紙を書きます』とむしろ強要する。スタッフはいいですよと

割とそのやり取りを楽しむかのように、中村さんが言葉にすることを筆で画用紙三枚に書かされる。そしてこの手
紙は必ず折りたたんで持ち帰る。『お返事書いたよ』というけれど、はて？彼からのお手紙は来ない。中村さんは
書かれる内容よりも『手紙を書いてもらった』というやり取りが大事らしい。そして必ずその手紙は折りたたんで家
に持ち帰るのだ。きっと家には手紙がいっぱい溜まっているんだろう。

そしてその後、いつも持ち歩いているリラックマの手に油性ペンを握らせ、『りんごの湯の猫ちゃん』を描いている。
何枚も同じパターンの絵を描き続けている。はて？なんでリラックマに描かせているのか？本人はそのなぜを語って
はくれない。そんな彼の表現行動にざわめいてしまう。

障害のある人と向き合うとき、この『はて？』と考え込んでしまうことが多い。だから楽しい。

作者：中
なかむら

村 陽
よういちろう

一朗
（３１歳・長野市在住）

『リラックマが描く』

（ながのアートミーティング アートサポーター 関　孝之 取材）
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